
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5年下第 3回 解説      テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル    その 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)  

 

 

台形イは図のように赤線によって２つの三角形に

分割されます。 

イの底辺の和は(3+12)=15cm 

よって，アとイの面積の比は 9 : 15 = 3 : 5 

 

 

12cm 

3 : 5 

高さの同じ三角形 

(2) 

A と C に補助線を引きます。 

三角形 ACEの面積は(36÷2=)18cm2 

        ↓ 

三角形 CAD : 三角形 ABC 

= AD : BC 

＝ (15+18):18 

= 11 : 6 

 

18cm2 
15cm2 

E 

11 : 6 

18cm2 

18cm2 

15cm2 

3 2 

5 

(1) AC の長さの比は 3+2=5 

  AE : EB = (18x2÷3) : (15x2÷5) 

= 12 : 6        

= 6 : 3 

= 2 : 1 

２倍して長方形をつくり高さで割る 

2 : 1 

(2) AE=12 EB=6 

とすると，実際の面積を 

計算することができます。 

     ↓ 

  長方形 ABCD の面積は 

(12+6)×5 = 90(cm2) 

 

90cm2 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5年下第 3回 解説      テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル    その 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 

 

 

 

AD=2  AB=(2+1=)3 

AF=3  AC=(3+4=)7 

三角形 ABC を「大」とすると， 

 
ア

大
=

2×3

3×7
 = 

2

7
 ⇒  

ア : ABC = 2 : 7        

 

 

ア 2 

1 

1 1 

4 

3 

 

7 3 7 

2 : 7 

(2)同様に  

イ

大
=

1×1

(1+2)×(1+1)
 = 

1

6
 

 

ウ

大
=

1×4

(1+1)×(4+3)
 = 

2

7
     

イ 
ウ 

三角形 ABC を 1 とすると 

三角形 DEF の面積は 

 1-(
2

7
+

1

6
+

2

7
) = 

11

42
 

求める比は 11 : 42 

11 :42 

3 

1 

15cm2 

30cm2 

 [別解] 例題３のパターン２を使います。 

三角形 ABC を大 ，三角形 ADE を小 とすると， 

小

大
 =

𝑏

𝑎
 x 

𝑑

𝑐
  

15

15+30
 = 

3

3+1
 x 

𝐴𝐸

𝐴𝐶
 

1

3
 = 

3

4
 x 

𝐴𝐸

𝐴𝐶
 

  

 

𝐴𝐸

𝐴𝐶
 = 

1

3
 ÷ 

3

4
  

   = 
1

3
 x 

4

3
 

   = 
4

9
 

 

 

AE : AC = 4 : 9 

    ↓ 

AE : EC = 4 : (9-4) 

        = 4 : 5 

 

a b c 
d

C 

4 : 5 

会員専用 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5年下第 3回 解説      テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル    その 3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 

1 

2 

1 

1 

1 

ア 
イ 

ウ 

エ 

 

(1)  

右の図の 〇x□ が三角形の面積の比 

ア：イ＝ 3x2 : (1+3)×1 = 3 : 2 

 

 

 

(2) 

ア：ウ＝ 1x2 : 1x(2+1) = 2 : 3 

 

ア：エ＝ 1x３ : (1+1)x1 = 3 : 2 

 

アの比を最小公倍数の 6 にそろえます。 

ア：イ＝6:4 ア：ウ＝6:9  ア：エ＝6:4 

したがって， 

ア：(ア+イ+ウ+エ)＝6 : (6+4+9+4) 

              = 6 : 23 

               

 

 

3 : 2 

 

6 : 23 

会員専用 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5年下第 3回 解説      テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル    その 4 

[基本問題] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① アとイは高さが同じですから， 

  面積比は底辺の比になります。 

  4cm : 6cm = 2 : 3 

2 : 3 

② 直線 AC で アを２つの三角形に分けます。 

  アの底辺の合計は， (8-6)+8 = 10cm 

   ア：イ=10cm : 6cm 5 : 3 

5 : 3 

① アとイの面積は ３：５ ですから 

イの面積はアの
5

3
倍です。 

    ↓ 

イの底辺の合計の長さは， 

 6×
５

３
 = 10 cm 

    ↓ 

 □+7cm = 10cm 

  □ = 10-7 

     = 3(cm) 

 

② アとイの底辺の長さの合計は 

   5 + 11 = 16(cm) 

 右の図から， 

 アの底辺の長さは， 

   16×
3

3+1
 = 12(cm) 

 5cm + □ = 12cm より， 

 □=12－5 

   =7(cm) 

 16cm 

3 1 

ア イ 

7cm 

3cm 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5年下第 3回 解説      テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル    その 5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 
③ 

3 4 

ア イ 

(3) アとイの面積の比は， 〇×□ で求めます。 ※「÷2」は共通だからはぶく 

   したがって， 求める面積の比は  

    (2×3) : (3×4) = 1 : 2 1 : 2 

(4) 例題 3 のパターン 2 です。   

三角形 ABC を「大」 ，  

三角形 DBE を「小」とすると， 

   
小

大
 ＝ 

4×8

(4+6)×(8+4)
 = 

4

15
   

            ↓ 

  小 は 大 の
4

15
倍ということです。 

 4

15
倍 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5年下第 3回 解説      テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル    その 6 

 

 

 

 

3 4 

 3 4 

 

 

84cm2 
(1) 色付き部分の面積は， 

三角形 ABC を 3:4 に分けた 3 の方の面積です。 

    84×
3

3+4
 = 36 (cm2) 

 

 

(2) 三角形 ADC の面積は， 84－36 = 48(cm2) 

   色付き部分の面積は， 

三角形 ADC を 5:3 に分けた 5 の方の面積です。 

     48×
5

5+3
 = 30 (cm2) 

 

36cm2 

5 

3 

 

48cm2 

30cm2 

会員専用 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5年下第 3回 解説      テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル    その 7 

 

 

① 

① 
① 

① 

三角形 ABD ： 三角形 ADC = 1 : 3 

 よって， BD : BC = 1 : 3 

 

 

 

 

三角形 DCE ： 三角形 DEA = 1 : 2 

 よって， CE : EA = 1 : 2 

 

 

 

三角形 EAF ： 三角形 EFD = 1 : 1 

 よって， AF : FD = 1 : 1 

 

 
A 

B D C 

① ③ 

1 3 

 

 

1:3 

1:2 

1:1 

会員専用 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5年下第 3回 解説      テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル    その 8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 

④ 

(1) AE : EB = (③÷9) : (④÷18) 

            = 
1

3
 : 

2

9
 

            = 3 : 2  

 

(2) 20cm を 3:2 に比例配分します。 

  AE の長さは， 20×
3

3+2
 = 12(cm) 

  三角形 AED の面積は， 

   9×12÷2 = 54(cm2) 

 

(3) EB の長さは， 20-12=8(cm) 

   三角形 EBC の面積は， 

   18×8÷2 = 72(cm2) 

   台形 ABCD の面積は， 

   (9+18)×20÷2 = 270(cm2) 

(③×2÷9) : (④×2÷18) 

 

 

3 : 2 

 

 

3 

2 

54cm2 

 

よって，求める面積は， 

 270－(54+72) = 144(cm2) 

144cm2 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5年下第 3回 解説      テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル    その 9 

[練習問題] 

 

① 

① 

① 

① ① 

(1) 三角形 FDC において， 

   DE : EC = 1 ： 1 

  次に 三角形 GBC を考えます。 

①が 3cm(BD の長さ) ですから，  

③に対応する長さ(DC)は(3x3=)9cm  

   E は DC の真ん中の点ですから， 

  EC の長さは， 9÷2＝4.5(cm) 

 

(2) 右の図で， AG : GC = 1 : 4 

     また， GF : FC ＝ 1 : 2 ですから，ここを  で 

   表すと， 

     GF= 4 x
1

1+2
 = 

4

3
 

       FC= 4 x
2

1+2
 = 

8

3
 

よって， AG : GF : FC = 1 : 
4

3
 : 

8

3
 

                   = 3 : 4 : 8 

 

4.5cm 

 

① 

④ 

 

① 

② 

1 

4 

1 

2 

 

 
  

 

 

 

3 : 4 : 8 

会員専用 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5年下第 3回 解説      テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル    その 10 

 

 三角形 CDB の面積は， 140×
4

3+4
 = 80(cm2) 

  三角形 CDB を大 三角形 CFE を小 とすると， 

 
小

大
 = 

3×1

(3+2)×(1+1)
 = 

3

10
 

 いろぬり部分の四角形の面積の比は， 

  1－
3

10
 = 

7

10
 

 したがって，求める面積は， 

   80×
7

10
 = 56(cm2) 

3 

4 

2 

3 

1 1 

140cm2 

 

56cm2 

会員専用 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5年下第 3回 解説      テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル    その 11 

 

ア 

イ ウ 
例題３のパターン２ 

三角形 ABC の面積を大とします。 

ア

大
 = 

8×12

(8+12)×(12+6)
 = 

4

15
 

      ↓ 

四角形 DBCF の面積の比は全体の， 

 1－
4

15
 = 

11

15
  

   ↓ 

イ ＝ ウ ＝ 
11

15
×

1

2
 = 

11

30
 

イの面積は全体の
11

30
 

 

BC=a  BE=b とすると， 

イ

大
 = 

12×b

(12+8)×a
 = 

11

30
 

        ↓ 

    
12

20
 × 

𝑏

𝑎
 = 

11

30
 

     
𝑏

𝑎
 = 

11

30
÷

12

20
 = 

11

30
 x 

20

12
 = 

11

18
 

 

 

 

 

 
a 

b 

BE : EC = 11 : (18-11) 

        = 11 : 7 

11 : 7 

b 

会員専用 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5年下第 3回 解説      テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル    その 12 

 

a 

b 

120cm2 

80cm2 

④ 

⑤ 

(1) a : b = AD : EC 

= (120÷4) : (80÷5) 

 = 30 : 16 

= 15 : 8  

              ↓ 

  BE : EC = (15-8) : 8 = 7 : 8 

 

 

 

7 : 8 

(2)  

三角形 AFD において， 

④が 120cm2にあたるので， 

①は 120÷4=30(cm2) 

DC の長さの比は(4+5=)⑨ 

なので， 

平行四辺形の半分である 

三角形 ACD の面積は， 

  30×9= 270(cm2)・・・三角形 ABC も同じ 

 

⑨ 

A 

B C 

D 

A 

B E C 7 8 

色付き部分の面積は， 

270×
7

7+8
 = 126(cm2) 

126cm2 

(3) 平行四辺形の面積は， 270×2 = 540(cm2) 

求める面積は， 平行四辺形の面積から３つの三角形の面積を引きます。 

     ↓ 

 540－(120+80+126) = 214(cm2) 214cm2 

会員専用 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5年下第 3回 解説      テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル    その 13 

 

 

 

 

(3) 

三角形 FBC の底辺を BC 

としたときの高さ FH は 

AB となります。 

 

また， 

三角形 EBC の底辺を BC 

としたときの高さは EB です。 

AB : EB = 36 : 24 = 3 : 2 

したがって， 

AE : EB = (3-2) : 1 

        = 1 : 2 

 

上の図で， 

  

  

 

20cm2 

 A 

B C 

F 

H 

36cm2 

 

B C 

E 

24cm2 

1 : 2 

会員専用 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5年下第 3回 解説      テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル    その 14 

 

① 
② 

1 

3 

1 

4 

ア 

イ 

ウ 

エ 

例題３のパターン 1 を使います。 

ア ： イ ＝ (1x1) : (2-1)x3 = 1 : 3     ※ 〇と□ 

ア ： ウ ＝ (1x1) : (3-1)x4 = 1 : 8      ※ □と△ 

ア ： エ ＝ (1x1) : (4-1)x2 = 1 : 6      ※ △と〇 

           ↓ 

 ア+イ+ウ+エ = 1 + 3 + 8 + 6 = 18 

したがって， 

ア : 三角形 DEF の面積 = 1 : 18 より 18倍 

18倍 

会員専用 


